瀧優希と申します。
東海大学の３年生です。
私は今、漠然とした不安の中にいます。

超・就職氷河期と言われる今、私は大学を出てから就職できるのか？
自分の居場所を見つけることが出来るのか？
自分が学んだことを生かす場所はあるのか？
「グローバル化」していく現代社会で、
そのうち日本人が、日本の企業で雇用されなくなるのではないか？
そんな中、私がこれからの日本社会を象徴するキーワードとして考えたのが、「四原色コミュニティー」という言葉です。
「光の三原色」という言葉があります。
今までの日本社会は、「学生・勤労者・一般人」の三原色で成り立っていました。
しかし、これからは、その三原色に「外国人」を加えた四原色の社会になっていくのではないでしょうか。
その「四原色コミュニティー」の中で、上手く生きていくにはどうしたらいいのか？
そう考えていた時に出会ったのが、「ワールド・カフェ」でした。
ワールド・カフェとは、“全員参加型のディスカッション”です。

カフェのようなリラックスした雰囲気の中で行います。
メンバーを変えながら、ディスカッションを繰り返すことで、
たくさんの意見を聞くことができます。
そこでは、今まで沈黙が続いていた空間が、共通のテーマを持つ事によって、意見交換の場がにぎわっていくのを、まのあたりにしました。
留学生とのワールド・カフェでは、留学生の通訳として参加しました。
その時は、“スウェーデンの学校と日本の学校の違い”というテーマで、学生・ビジネスマン・主婦の方を初め、スウェーデン大使も参加されていました。

私の友人や留学生や、そして主婦の皆さんがスウェーデン大使と真剣にディスカッションしている姿を見て、ワールド・カフェの中では、国籍・職業・年齢・性別といった立場の違いが関係ないことを実感しました。
スウェーデンに留学していたころ、授業の中で、生徒が積極的に手を挙げ、授業に参加する姿が素晴らしく、私自身も授業が受けやすいと感じました。
一方、ワールド・カフェではスウェーデンからの留学生に、日本の学校は時間を守り・生徒が先生を尊敬している所がいいと言われ、日本の学校にも、良い点があることに気づかされました。

今後のワールド・カフェでは、“北海道の魅力”について話したいと思っています。

北海道は日本の中でも別な国と言われるほど、素敵な地域です。

ワールド・カフェはその魅力を発見するために有効なので、
私は、ワールド・カフェを広める活動を今後も続けていきます。
私には志があります。
それは、“北海道を変える”人間になることです。
そして、私には同じ志を持った「情熱的な仲間」がいます。
夢を持ち、北海道を変えたいと思う学生、そして女性の方々はたくさんいらっしゃると思います。
そんな方たちの先陣を切って、私は仕事をしていきたいです。
夢がないなら、夢を作りたい。

好きじゃない仕事なら、好きな仕事にしたい。

キライな日本なら、好きな日本にしたい。
私は日本を変えていきたいと思います。
そのために、まず、北海道を変える取り組みから始めていきます。

大切な仲間と志を実現していく、それが私の未来の仕事です。

ありがとうございました。
